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検査受託開始のお知らせ 
 

 

 

この度、下記項目を新たに受託開始いたしますのでご案

内申し上げます。 
 

記 

 
 

【新規受託項目】 
 

検査の 

手びき 

掲載頁 

項 目 

コード 

検査項目 

〈別名〉 
  

未掲載 特  伝  

膵グルカゴン 

 GLP-1（活性型） 

 

GLP（活性型） 

                                     

※詳細につきましては、裏面をご参照下さい。 
 

 
                                                                                                                          

【受託開始日】 平成２９年６月 28 日（水） 
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